
齊藤担当 力学ICD演習(14) 解答例 2019 v1.2 1

力学ICD演習解答例 
演習14 
1.  秒の間に  に回転したとする。 の向きは右図から
わかるように（  の極限において） ベクトルの先端が描く円
の 点での接線方向になる。また、その大きさは 

. ただし、  は、それぞれ、 ベクトルの軸か
らの傾き、 ベクトルの回転した角度を表すとする。 の向き
は、 の向きと同じで 点での円の接線方向、その大きさは、

 となる。一方、  は向
きが  の面に垂直、すなわち、 点での円の接線方向となり

の向きと一致する。また、  なので
に等しい。よって、 が証明された。 

2.  

3.  

d t A → A + d A d A

d t → 0 A
P

|d A | = (A sin θ ) d ϕ θ, ϕ A

A d A /d t

d A P

|d A /d t | = (A sin θ ) d ϕ /d t = (A sin θ ) ω ω × A

ΔOPQ P

d A /d t |ω × A | = ω A sin θ

|d A /d t | d A /d t = ω × A
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